
被害想定の対象地震

水俣市における震度予測
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地震調査研究推進本部　地質調査委員会　発表

内閣府　中央防災会議　発表

地震の規模
（マグニチュード） 30年以内の発生率
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熊本県周辺の主要活断層

布田川・日奈久断層帯

万年山・崩平山断層帯

雲仙断層群

人吉盆地南縁
断層帯

出水断層帯
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布田川・日奈久断層帯

万年山・崩平山断層帯

人吉盆地南縁断層帯

出 水 断 層 帯

雲 仙 断 層 群

南 海 ト ラ フ

6強

3

5強

6強

4

5強

※6強…はわないと動くことが出来ない。飛ばされることもある。
※5強…物につかまらないと歩くことが難しい。

　県の調査では、①布田川・日奈久断層帯、②万年山・崩平山断層帯、③人吉盆地南縁断層帯、④出水断層帯、
⑤雲仙断層群、⑥南海トラフの、6つの地震を対象に被害想定がされました。地震による本市への被害が推定さ
れる結果は次のとおりです。  

布田川・日奈久断層帯　中部南西部の連動型

万年山・崩平山断層帯

人吉盆地南縁断層帯

出水断層帯

雲仙断層群　　　　　　南東部単独

　東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）を踏まえ、平成23年度から平成24年度に
かけて地震・津波被害想定調査を実施しました。そこで、熊本県が実施した水俣市に
おける地震・津波の調査結果をお知らせします。

　断層帯等を震源とする地震が発生した場合の水俣市
における最大想定震度は、以下のようになっています。　　　　
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不　明

ほぼ0～3％（最大2.6％）

1％以下

ほぼ0～1％

不明

70％～80％南海トラフ

Ｍ７．９

Ｍ７．３

Ｍ７．１

Ｍ７．０

Ｍ７．１

Ｍ8～M9クラス

水俣市における地震の想定

揺れが収まって
から行動する。

家屋倒壊や土砂災害の
危険がある場合はすぐ
に避難する。

地震発生地震発生

※震源に近い地域では、緊急地震速報が強い揺れに間に合わないことがあります！

自分の身を守る

緊急地震速報とは、震度５弱以上の揺れが予想されたときに、
震度４以上の地域に対し、テレビ・ラジオ・携帯電話等で
気象庁より発表される速報です。緊急地震速報

●火の始末はすばやく。
●ドアや窓を開けて逃げ道を確保する。

沿岸部は津波のおそれ
があるので高台に避難。

●特に一人暮らし高齢者など避難行動要
　支援者がいる世帯には積極的に声をかけ、
　安否を確認する。
●近所に火が出ていたら初期消火。

●近隣住民と協力して消火
　や救出活動をする。
●あわせて消防署などへ
　通報する。

●火元を確認し、出火していたら初期消火。
●非常持出品を手元に用意する。
●足をけがしないように靴をはく。
●余震に注意する。

家族の安全を確認

隣近所の安全を確認

正しい
情報

●家屋倒壊の危険などがあれ
　ば避難する。
●電話はなるべく使わない。
●ガスの元栓を閉め、電気の
　ブレーカーを切る。

ラジオなどで正しい情報を入手
消火・救出活動

生活必需品は備蓄でまかなう

助け合いの心で

1～3分

3～5分

～３日くらい

避難生活では

5～10分

10分～数時間

●災害情報・被害情報を収集する。
●壊れた家には入らない。
●引き続き余震に注意する。

●自主防災組織などを中心に
　行動する。
●避難所では集団生活の
　ルールを守りましょう。

　地震はいつ起こるか分かりません。地震が発生したとき、被害を最小限におさえるには、一人
ひとりがあわてずに適切な行動をすることが極めて重要です。

地震が起きたらどうする
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